１７．へき地における薬剤師教育の体制構築
徳島文理大学香川薬学部・飯原なおみ
徳島文理大学薬学部 瀬川正昭
松山大学薬学部 秋山伸二
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要約
１．目的
  へき地において地域医療を実践する薬剤師を養成するための教育体制を構築する。
２．活動内容
徳島では、NPO法人山の薬剤師たちの運営する「こやだいら薬局（徳島県美馬市木屋平）」を中心とした木屋平地区で実地研修ができる体制を構築し、実地研修に、薬学生や薬学部教員が参加し、医学部生や地域住民らと交流した。香川では、NPO法人へき地とあゆむ薬剤師の運営する「多和薬局（香川県さぬき市多和助光東）」で実習できるようにし、薬学生や薬学部教員が参加した。愛媛では、へき地医療を実践している地域の医療法人の協力のもと、ワークショップや参加型研修（地域医療塾）を開催し、県内外の医療系学生と合同学習を行った。
３．成果
  へき地医療実地研修などへき地医療プログラムに参加した学生は、へき地では地域住民や多くの職種による支援や協力、都会の医療者との連携が重要になると述べるなど、へき地医療プログラムを通して、学生はへき地における社会的課題を理解して対応策を検討することができるようになった。また、へき地医療に対応できる教員を養成することもでき、今後のへき地医療教育の展開が期待できる。さらに地域行政からも地域医療を支える医療人養成としてへき地医療プログラムが期待できると評価されている。
４．今後の予定
 へき地医療に対応できる薬剤師養成教育に継続して取り組む。
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１．目的
  へき地において地域医療を実践する薬剤師を養成するための教育体制を構築する。

２．活動内容
・徳島
NPO法人山の薬剤師たちの運営する「こやだいら薬局（徳島県美馬市木屋平）」を中心とした木屋平地区で実地研修ができる体制を構築（診療所と薬局の合同研修プログラムを作成）し、実地研修に、薬学生や薬学部教員が参加し、医学部生や地域住民らと交流した。
平成24年1月24～25日：へき地医療研修（1泊2日/人）
　　　　　　徳島文理大学薬学部4年生2名、神戸女子薬科大学薬学部1名
　　　平成24年2月16～17日：へき地医療研修（1泊2日/人）
　　　　　　北海道薬科大学薬学部教員1名
　　　平成24年4月2日：へき地医療研修（薬局在宅業務）
　　　　　　徳島大学医学部研修医1名
　　　平成24年5月27日：へき地医療研修
　　　　　　徳島文理大学薬学部4年生1名、1年生4名（計5名）
　　　平成24年7月1日：へき地医療研修
　徳島文理大学薬学部4年生1名、1年生4名（計5名）
平成24年7月11日：へき地医療研修
　徳島文理大学薬学部教員2名
平成24年7月27日：へき地医療研修
　徳島文理薬学部5年生1名、小松島市開局薬剤師1名
平成24年8月23～24日：へき地医療フィールドリップin木屋平
　日本薬学生連盟薬学部6年生3名（徳島大学1名、大阪薬科
大学2名）（1泊2日人）
平成25年2月26～27日：へき地医療研修（1泊2日/人）
		城西国際大学薬学部1名
　　 平成25年6月13日：へき地医療研修（薬局在宅業務）
　　　　　　徳島大学医学部4年生1名
　　　平成25年6月27日：へき地医療研修（薬局在宅業務）
　　　　　　徳島大学医学部4年生1名
　　　平成25年8月27日：へき地医療研修（薬局在宅業務）
　　　　　　自治医科大学医学部5年生1名
　　　平成25年9月26日：へき地医療研修
　　　　　　徳島文理大学薬学部教員1名
平成25年12月10日：へき地医療研修（薬局在宅業務）
　　　　自治医科大学医学部教員2名
平成26年5月28日：へき地医療研修
		徳島文理大学5年生2名
　　　平成26年6月18日：へき地医療研修
　　　　　　徳島文理大学5年生2名
　　　平成26年7月16日：へき地医療研修
　　　　　　徳島文理大学薬学部教員1名
　　　平成26年8月26日：へき地医療研修（薬局在宅業務）
　　　　　　自治医科大学医学部4年生1名
　　　平成26年10月21日：へき地医療研修
　　　　　　徳島文理大学薬学部5年生1名
　　　平成26年11月11日、18日、25日：へき地医療研修（薬局在宅業務）
　　　　　　徳島大学医学部研修医1名
　　　平成26年11月28日：地域薬学研修（研修前に3日間の事前講義）
　　　　　　徳島文理大学薬学部5年生44名
　　　平成27年2月24日：へき地医療研修
　　　　　　徳島文理大学薬学部4年生1名
　　　平成27年3月10日：へき地医療研修
　　　　　　徳島文理大学薬学部教員1名、金沢大学薬学部教員2名
　　　平成27年7月21日：へき地医療研修（薬局在宅業務）
　　　　　　吉野川医療センター研修医1名
平成27年8月20～22日：夏期地域医療研修
	徳島文理大学薬学部4年生2名（2泊3日/人）
平成27年12月18日：地域薬学研修（研修前には3日間の事前講義）
	徳島文理大学薬学部5年生24名
平成28年6月7日、28日：へき地医療研修（薬局在宅業務）
　　　　吉野川医療センター研修医1名
平成28年6月14日、21日：へき地医療研修（薬局在宅業務）
　　　　徳島大学医学部5年生2名
平成28年7月4日：へき地医療研修（薬局在宅業務）
　　　　神戸大学医学部6年生1名
平成28年8月8～10日：へき地医療研修
	徳島文理大学薬学部4年生3名、5年生1名（2泊3日/人）
平成28年22～26日：へき地医療研修（4泊5日/人）
　　　岐阜薬科大学薬学部5年生1名、自治医科大学医学部4年生1名
	平成28年12月2日：地域薬学研修（研修前には3日間の事前講義）
		徳島文理大学薬学部5年生34名
　　　平成25年11月1日～現在に至る：地域医療研修（実習；3日/週）
　　　　　　　徳島文理大学薬学部教務補助員1名（薬剤師）
・香川
NPO法人へき地とあゆむ薬剤師の運営する「多和薬局（香川県さぬき市多和助光東）」で実習できるようにし、薬学生や薬学部教員が参加した。また、へん路ウォーク前には、へき地医療の課題解決について考察させる事前学習に取り組んだ。
平成25年10月31日、11月5、 7、12日：多和薬局実習
		徳島文理大学香川薬学部5年生 4名（0.5日×2日間/人）
平成26年5月19日：へん路ウォーク前のへき地医療教育
		徳島文理大学香川薬学部1年生全員
平成26年6月24日、7月1日：多和薬局実習
徳島文理大学香川薬学部5年生 6名（0.5日×2日間/人）
平成26年10月16、21日：多和薬局実習
徳島文理大学香川薬学部5年生 4名（0.5日×2日間/人）
平成27年10月21日：へん路ウォーク前のへき地医療教育
		徳島文理大学香川薬学部1年生全員
平成28年2月2、9日：多和薬局実習
徳島文理大学香川薬学部4年生 6名（0.5日×1日間/人）
平成29年2月7日：多和薬局実習
徳島文理大学香川薬学部4年生 2名（0.5日×1日間/人）
	平成29年3月中旬予定：多和イベント
		徳島文理大学香川薬学部4年生 2名（0.5日×1日間/人）
・愛媛
地域医療ワークショップ
「目指す地域医療とは ～病気だけをみるのではなく、生活・生き方・地域をみる～」
平成28年6月26日：松山大学薬学部棟
県内医療系学生24名（うち松山大学薬学生20名）、教員5名
地域医療塾2016
“『支えあう』医療 『支えあう』絆 ～あなたの街を支える医療者になるために～”
平成28年8月19日～21日（2泊3日/人）：西予市明浜町俵津地区
県内外医療系学生19名（うち松山大学薬学生8名）、教員1名
ごちゃまぜIPEで学ぶ地域医療 ～ある患者さんを支える物語～
平成28年10月30日：松山大学樋又キャンパス
県内医療系学生（5校7学科）43名（うち松山大学薬学生24名）、
医療専門職8名、教員5名

３．成果
  へき地医療実地研修などへき地医療プログラムに参加した学生は、へき地では地域住民や多くの職種による支援や協力、都会の医療者との連携が重要になると述べるなど、へき地医療プログラムを通して、学生はへき地における社会的課題を理解して対応策を検討することができるようになった。また、へき地医療に対応できる教員を養成することもでき、今後のへき地医療教育の展開が期待できる。さらに地域行政からも地域医療を支える医療人養成としてへき地医療プログラムが期待できると評価されている。

４．今後の予定
 へき地医療に対応できる薬剤師養成教育に継続して取り組む。
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